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１.当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費が伸び悩むなか、円高・株安が企業・家計の景況感や企業

収益の下押しに作用する懸念もあり、景気の先行きは不透明な状況となっております。 

このような環境の中、当社は、北海道から沖縄までの全国47都道府県に、お客様にとって便利で標準化された店舗

網の拡充を進めるため、３店舗の新規出店を行いました。また、一方で収益性向上のため、不採算店舗２店舗を閉鎖

いたしました。以上の結果、期末の店舗数は888店舗となっております。 

商品別の売上高の動向におきましては、衣料部門は実需ピークにあわせた納期管理の徹底が奏功し、春物衣料は好

調な推移を見せ、ＣＭ放送商品のストレッチパンツや夏物Ｔシャツも良好な売れ行きとなっております。雑貨部門に

つきましては、ベビーカーやおしりふきなど新発売のプライベートブランド商品を中心に堅調な売れ行きとなりまし

た。結果、売上高は前年同期比で103.1％となりました。 

売上総利益におきましては、当初価格での販売が増え値下げロスが抑制されたことなどにより、前年同期比で

107.5％と売上の伸びを上回り、売上総利益率につきましても前年同期比で1.5％上回ることができました。 

販売費及び一般管理費におきましては、継続して広告宣伝費や物流費、その他固定費の削減に取り組んでまいりま

した結果、前年同期比で102.2％と伸び率を抑制できております。 

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は 358 億９千４百万円（前年同期比 103.1％）、営業利益は 29 億５千

５百万円（前年同期比 131.8％）、経常利益は 29 億９千２百万円（前年同期比 130.6％）となりました。また四半期

純利益は 19 億１千７百万円（前年同期比 135.2％）となりました。 

当第１四半期末店舗数888店舗の地域別の状況は、北海道地区40店舗、東北地区80店舗、関東地区243店舗、中部地

区155店舗、近畿地区159店舗、中国地区60店舗、四国地区30店舗、九州・沖縄地区121店舗となっております。 

なお、当社の事業内容はベビー・子供の生活関連用品の販売事業の単一セグメントのみであるため、セグメントご

との業績の状況の記載を省略しております。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第１四半期末における総資産は949億４千３百万円と前期末から25億２千万円の増加となりました。これは、主

に現金及び預金が23億２千４百万円、売掛金が11億６千７百万円増加したことの一方、商品が７億８千３百万円減

少したことなどによります。 

当第１四半期末における負債は385億３千７百万円と前期末から14億８千６百万円の増加となりました。これは、

主に電子記録債務が16億５百万円増加したことや未払金(流動負債「その他」)が３億７千８百万円増加した一方、

支払手形及び買掛金が５億３千５百万円減少したことなどによります。 

当第１四半期末における純資産は564億６百万円と前期末から10億３千４百万円の増加となりました。これは、主

に四半期純利益19億１千７百万円による増加の一方、配当金の支払６億４千９百万円や自己株式の取得３億円があ

ったことなどによります。 

 

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年４月４日付｢平成 28 年２月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)｣において発表いたしました第２四半期(累

計)および通期の業績予想を変更しております。詳細は、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下

さい。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 28 年４月４日開催の取締役会決議により 299 百万円（257,100 株）の自己株式を取得しております。 
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